
白河市の取組みについて

「商店街の再生と賑わい創出」商店街 再 賑わ 創出」

平成 年 月平成22年2月9日

白河市白河市



白河市の紹介市 紹介



中心市街地に存在する歴史・伝統・文化資源



中心市街地の概況中 市街 概

•白河市の中心市街地は、江戸時代の白河藩１０万石
の城下町として形成された 明治２０年には鉄道が開の城下町として形成された。明治２０年には鉄道が開
通し、白河駅が置かれた。その後も駅を中心として北
側に官公庁 南側に商店街が立地し 行政・経済・文側に官公庁、南側に商店街が立地し、行政 経済 文
化の中心として発展してきた。

•しかし、昭和４０年頃から市街地は郊外に向かって外
延化の傾向を強め 中心市街地の空洞化が生じた延化の傾向を強め、中心市街地の空洞化が生じた。
また、最近は幹線道路沿いの店舗立地が急増し、空
洞化に拍車がかかっている洞化に拍車がかかっている。



統計的データ統

東北新幹線が開通した昭和５７年度以降、郊外部

への居住の進展やモータリゼーションの進行によ

り、歩行者数の大幅な減少が起こっている。



コンセプトと基本方針本 針

白河の中心市街地の特性は、城下町として発展してき

た歴史、そこで培われた伝統と文化にほかならず、市民

アンケートの結果からもこれらの資源を活用したまちづ

くりが望まれていることから、下記のコンセプトに基づい

て中心市街地活性化を進めていく。て中心市街地活性化を進めていく。

歴史・伝統・文化が息づく歴史・伝統・文化が息づく歴史 伝統 文化が息づく
市民共楽の城下町

歴史 伝統 文化が息づく
市民共楽の城下町

匠の技とおもてなし匠の技とおもてなし城下町の快適な暮ら城下町の快適な暮ら 市民共楽のふるさと市民共楽のふるさと匠の技とおもてなし
の商店街づくり

匠の技とおもてなし
の商店街づくり

城下町の快適な暮ら
しづくり

城下町の快適な暮ら
しづくり

市民共楽のふるさと
づくり

市民共楽のふるさと
づくり



数値目標数値目標

基本方針 指標 現況値 目標値（Ｈ２５）基本方針 指標 現況値 目標値（Ｈ２５）

城下町の快適な ２ ９９９人城下町の快適な

暮らしづくり
居住人口

２，９９９人

（Ｈ２０）
３，０４０人

匠の技と

おもてなしの

小売業及び

一般飲食店
２０３事業所

（Ｈ２０）
２０９事業所

商店街づくり 事業所数
（Ｈ２０）

歩 者
市民共楽の

ふるさとづくり

平日歩行者

通行量

（８地点合計）

２，１７５人／日

（Ｈ１９）
２，４００人／日

（ 点合計）



白河市中心市街地活性化基本計画白河市中心市街地活性化基本計画
～歴史・伝統・文化が息づく市民共楽の城下町～～歴史・伝統・文化が息づく市民共楽の城下町～

計画期間：平成２１年３月～平成２６年３月計画期間：平成２１年３月～平成２６年３月計画期間：平成２１年３月～平成２６年３月計画期間：平成２１年３月～平成２６年３月

平成２１年３月２７日 国認定

（福島県内第１号）

平成２１年３月２７日 国認定

（福島県内第１号）

ハード・ソフト事業４９事業ハード・ソフト事業４９事業ド ソ ト事業 事業ド ソ ト事業 事業



中心市街地と今年度の事業中 市街 今年度 事業



今年度の取組み内容今年度 組 容

白河駅舎活用事業白河駅舎活用事業白河駅舎活用事業

（えきかふぇＳＨＩＲＡＫＡＷＡ）

白河駅舎活用事業

（えきかふぇＳＨＩＲＡＫＡＷＡ）

白河駅舎待合室を改装し

てカフェ 地域物産直売所てカフェ、地域物産直売所、

街なか案内所として整備し、

白河の物産の紹介 販売 ミ白河の物産の紹介・販売、ミ

ニコンサートの実施、休憩場

所の提供などに活用。
・平成21年9月19日（土）オープン

事業主体 ㈱楽市白河・事業主体：㈱楽市白河
えきかふぇの外観と店内



今年度の取組み内容今年度 組 容

匠の技チャレンジショップ事業匠の技チャレンジショップ事業匠の技チャレンジショップ事業匠の技チャレンジショップ事業

中心市街地内の空き中心市街地内の空き

店舗を改修してチャレン

ジショップを実施するととジショップを実施するとと

もに、１年間の試行期間

満了後には 市街地内満了後には、市街地内

の空き店舗への出店を

支援支援。
・平成22年1月6日（水）オープン

・事業主体：㈱楽市白河・事業主体：㈱楽市白河
チャレンジショップの外観と店内
（左：子供洋服店 右：パン屋）



今年度の取組み内容今年度 組 容

町名由来表示板設置事業町名由来表示板設置事業町名由来表示板設置事業町名由来表示板設置事業

中心市街地各地区の中心市街地各地区の

由緒ある町名及びその

由来を表示した案内板を由来を表示した案内板を

街なか１６ヶ所に設置。
・平成22年1月29日（金）完成・平成22年1月29日（金）完成

・事業主体：白河市

町名由来表示板の例



今年度の取組み内容今年度 組 容

本町歴史総合案内板設置事業本町歴史総合案内板設置事業本町歴史総合案内板設置事業本町歴史総合案内板設置事業

「本町復起会」が、町内に存在する石碑・史跡等の

案内板を 所に設置案内板を１５ヶ所に設置。 ・平成21年3月設置

本町復起会作成の本町復起会作成の
案内パンフレット



今年度の取組み内容今年度 組 容

白河寺院朱印状まわり事業白河寺院朱印状まわり事業白河寺院朱印状まわり事業白河寺院朱印状まわり事業

中心市街地内に数多くある寺院や神社、教会、文

化遺産を巡る「ぐるり白河文化遺産 及び「 タ化遺産を巡る「ぐるり白河文化遺産ツアー」及び「スタ

ンプラリー」を春・秋に開催。

寺院 神社におかれる寺院、神社におかれる
スタンプの例



今年度の取組み内容今年度 組 容

山車会館整備事業山車会館整備事業山車会館整備事業山車会館整備事業

旧奥州街道沿いに、伝旧奥州街道沿いに、伝

統行事である白河提灯

まつりの山車を展示するまつりの山車を展示する

スペースを備えた施設を

整備整備。
・事業主体：天神町町内会

山車会館のイメージ図



今年度の取組み内容今年度 組 容

城下町白河お雛様めぐり城下町白河お雛様めぐり城下町白河お雛様めぐり城下町白河お雛様めぐり

各家々で大切に保管してきた雛人形を商店街の

ショーウィンドーに飾り、来街者の増加と回遊を促す。
・事業主体：本町町内会

商店街に飾られたお雛様





今年度の取組み内容今年度 組 容

白河駅前多目的複合施設整備事業白河駅前多目的複合施設整備事業白河駅前多目的複合施設整備事業白河駅前多目的複合施設整備事業

図書館機能、地域交流機能、産業支援機能を

備えた施設や広場空間等を整備備えた施設や広場空間等を整備

（平成２３年４月開館予定） ・事業主体：白河市



取り組みの効果り組 効果

ぐるり白河文化遺産ツアーにてぐるり白河文化遺産ツアーにて

お雛様めぐりと併せたイベントお雛様めぐりと併せたイベントえきかふぇえきかふぇSHIRAKAWASHIRAKAWAの様子の様子



取り組みの効果り組 効果

「まち夢企画室」開所式「まち夢企画室」開所式

チャレンジショップ「にこにこ屋」チャレンジショップ「にこにこ屋」
の風景の風景駅コンサートの様子駅コンサートの様子



取り組みの効果り組 効果

街なか集合住宅建設助成事業

中心市街地内への集合住宅建設（400万円限度）、

リフォーム（200万円限度）に対し 費用の一部を助リフォ ム（200万円限度）に対し、費用の 部を助

成。 ・事業主体：白河市

空き店舗家賃補助事業

中心市街地内の空き店舗に出店する際に、賃借料中心市街地内の空き店舗に出店する際に、賃借料

の一部を補助。（1年目2/3、2年目1/2、3年目1/3）
・事業主体：白河市（福島県活力ある商店街支援事業）事業主体：白河市（福島県活力ある商店街支援事業）



取り組みの効果り組 効果

中心市街地活性化のキャラクター作成中 市街 活性 キャラクタ 作成

商工会議所青年部が中心市街地のＰＲを行うキャ
クタ を作成 市内外 向け 情報発信を行ラクターを作成。市内外に向けて情報発信を行って

いる。



取り組みの効果り組 効果

コンセプトロゴマークの作成ク 作成

中心市街地の活性
化を商 団体 住民化を商工団体・住民・
行政が一体となって
推進するため ゴ推進するため、ロゴ
マークを作成。



まとめ

中心市街地活性化事業は確実
そ 息 長 取り組 がに、そして息の長い取り組みが

必要であり、このためには、地域
住民 とりわけ女性と若者 参住民、とりわけ女性と若者の参
画、そして商工団体と行政の連
携など総合的な力 実現するも携など総合的な力で実現するも

のであります。

自分のまちをつくりあげていくとい
う情熱と、事業を推進していく上う情熱と、事業を推進していく上
で必要な緻密さ、冷静さとが一体
となることによって活性化を図っとなることによって活性化を図っ

てまいります。


